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年を優先した予算編成
４月に町長選を控え 名ば かりの骨格予算を質す！かりの骨格予算を質す！かりの骨格予算を質す！

明細と増減
増　　減３０年度予算３１年度予算

１億５,０００万円６０億円６１億５,０００万円一般会計

被保険者数の減少・医療費などの減少によ
り予算規模の縮小

△３,２６６万円１３億５００万円１２億７,２３４万円国民健康保険事業

特別会計

７５歳以上の方と一定程度の障害認定を受
けた６５歳以上の方が対象

４２１万円１億５,７３１万円１億６,１５２万円後期高齢者医療

介護などを要する方へのサービスを提供す
るため介護保険事業を運営

２,５３１万円１２億６,３３０万円１２億８,８６１万円介 護 保 険 事 業

本年度より特別会計から企業会計へ移行皆　減５億８,４９５万円公共下水道事業

本年度より特別会計から企業会計へ移行皆　減４億６,６９６万円農業集落排水事業

観光集客施設としての町営保養宿泊施設
「清流苑」の運営

０５億２,７００万円５億２,７００万円保養宿泊施設事業

学校・町営施設・保育園などの屋根に付け
た太陽光発電事業として子育て事業に還元

△１７万円９３２万円９１５万円発 電 事 業

上水道の運営事業１億５１７万円４億６,４０６万円５億６,９２３万円水 道

事業会計
公共下水と集落排水を合算して本年度より
事業会計として扱う

皆　増１１億３,６８８万円下 水 道

３億３,６８２万円１０７億７,７９０万円１１１億１,４７３万円合　　計

総額１１１億１,４７３万円を可決
（前年比３.３億円  ３.１%増）

３月定例会３月定例会

一般会計
  前年比

６１.５億円（＋２.５％）

　本年度予算は、４月の町長選を控え骨格予算で行くという、昨年１２月の予算

編成方針を逸脱し、前年に比べ３億３,３６８万円、３.１%増の大型予算となった。

新規事業も待ったなしとはいえ、いくつか散見され、予備費も前年同額の２,５００

万円の計上にとどめた。議員からは、度重なる理事者からの説明にも関わら

ず、次期町長の裁量の幅を低め、予算編成の方法としていかがなものかと言

う意見が数多く出された。なお、３１年度より今までの特別会計の内、公共下

水道事業と農業集落排水事業を２つ合せて公会計方式による下水道事業会計

として計上することになった。
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第５次総合計画の最終 
４月に町長選を控え 名ば かりの骨格予算を質す！４月に町長選を控え 名ば ４月に町長選を控え 名ば 

特別会計
  前年比

３２.６億円（－２４.５％）

企業会計
  前年比

 １７億円（＋２６７.６％）

（単位　億円）

（単位　億円）

繰入金 1.4
諸収入 1.2

諸収入 1.2
繰入金 1.6

その他 1.4

県支出金
3.6

地方消費税交付金 2.4
地方贈与税 0.7
その他交付金 0.4

自主財源 34.3％自主財源 34.3％ 依存財源 65.7％依存財源 65.7％

その他交付金 0.5
地方贈与税 0.7

地方消費税交付金 2.4

県支出金
3.1

分担及び負担金 0.6

その他 1.4
分担及び負担金 0.6

町税 14.7

民生費 16.9

民生費 17.2

総務費 7.6 教育費 7.5 土木費 7 農林水産費
5.9

公債費
4.5

衛生費
4.4

商工費
3.7

消防費 2.7
議会費 0.8
予備費他 0.5

予備費他 0.7
議会費 0.8

消防費
4.5

商工費
3.4

衛生費
4.4

公債費
4.8

農林水産費
5.1土木費 6.9教育費

4.8総務費 7.4

地方交付税 22.8 町債
4.8

国庫支出金
5.7

国庫支出金
4.4

町債
5.1地方交付税 22.7町税 14.5

（単位 億 ）

歳入歳入

歳出歳出

繰越金 1.8

繰越金 1.8

３１年度

３１年度

３０年度

３０年度

借金

借金返済

前年比大幅増減事業

３０年度予算額３１年度予算額主な内容

１,９００万円２億８,９９９万円町民体育館耐震補強工事

６,３１８万円９,４１７万円観光地域づくり推進事業

１,５５０万円４,９５０万円農 地 耕 作 条 件 改 善 事 業

２億１,５６０万円２億５,２５８万円道 路 橋 梁 新 設 改 良

１億８,０００万円防 災 行 政 無 線 更 新

新規事業

３１年度予算主な内容

４２７万円税・料金コンビニ収納システム構築事業

８４０万円林道施設（橋梁）点検診断事業

７８０万円地域連携推進事業（旧東小学校活用）

４９万円チャレンジスクールまつかわ

繰入金８.３%減繰入金 ８.３%減のの１１億４,４４４万円億４,４４４万円
　町民体育館耐震補強工事として、公共施設等整備基金を

３,５６０万円と財政調整基金の６,６９５万円の繰入。また小学校英

語指導員配置や、ホストタウン事業等を実施するため、ふる

さと応援基金２,４６２万円を繰入。

町債(借金)５.４%減の４億８,０２０万町債(借金) ５.４%減の４億８,０２０万円円
　辺地対策事業（町道２２９号線改良・およりての森整備）に

７,１００万円、社会資本整備総合交付金事業（町道５９号線道路

改良・町民体育館耐震補強工事・東原線舗装補修）のため

に２億８４０万円、地方財源不足を補うために臨時財政対策債

１億６,０００万円を借入。

前年と比較して

安心・安全確保へ 町民体育館
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一
般
会
計
予
算 
前
年
対
比
２
・
５
%
増

予
備
費
２
５
０
０
万
円
大
丈
夫
か

　

年
度 
予
算
審
議

３１

質
問　

予
算
編
成
方
針
は

骨
格
予
算
で
編
成
す
る
こ

と
。
継
続
事
業
以
外
の
新

規
事
業
は
６
月
以
降
の
補

正
で
対
応
と
の
指
示
が
出

さ
れ
た
。
上
程
さ
れ
た
予

算
額
は
、
と
て
も
骨
格
予

算
と
は
言
い
が
た
い
。

答
弁　

町
長
の
改
選
期
に

当
り
、
政
策
的
な
予
算
は

控
え
る
よ
う
指
示
し
た
。

し
っ
か
り
と
精
査
を
重
ね

て
き
た
が
、
押
し
上
げ
た

要
因
と
し
て
町
民
体
育
館

の
耐
震
補
強
工
事
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
が
含
ま
れ
る
。

　

３
月
６
日
、
上
程
さ
れ
た　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

３１

計
予
算 
総
額
１
１
１
億
１
４
７
３
万
円
の
総
括
質
疑
が
慎
重
に
行
な
わ
れ

た
。

質
問　

予
備
費
が
２
５
０

０
万
円
と
非
常
に
少
な
い
。

骨
格
予
算
で
あ
れ
ば
６
月

の
補
正
で
も
間
に
合
う
事

業
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

継
続
事
業
に
つ
い
て
も

予
算
を
予
備
費
に
繰
り
入

れ
る
べ
き
だ
。

答
弁　

昨
年
の　

月
の
編

１２

成
会
議
に
於
い
て
、
査
定

を
重
ね
る
な
か
で
、
歳

入
・
歳
出
に
差
が
あ
り
大

き
な
予
備
費
が
確
保
で
き

な
か
っ
た
。
財
源
は　

年
３０

度
の
繰
越
金
、
あ
る
い
は

財
政
調
整
基
金
を
充
て
ざ

る
を
得
な
い
。

　

継
続
事
業
は
一
般
財
源

以
外
に
、
国
や
県
の
補
助

金
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
計
上
。
６
月
補
正
で
は

間
に
合
わ
な
い
も
の
に
つ

い
て
も
計
上
し
て
あ
る
。

質
問　

骨
格
予
算
に
す
る

た
め
に
、
政
策
的
経
費
の

何
を
削
っ
た
の
か
。

答
弁　

査
定
作
業
の
な
か

で
、
約　

項
目
。
１
億
円

３０

を
超
え
る
金
額
を
保
留
と

し
た
。
今
回
上
程
し
た
も

の
が
、
結
果
全
て
。

意
見　

４
月
に
町
民
の
審

判
を
受
け
る
立
場
の
な
か

で
立
る
予
算
で
は
な
い
。

　

予
備
費
に
２
億
円
程

盛
っ
て
、
誰
が
見
て
も
骨

格
予
算
だ
と
言
う
姿
勢
が

ほ
し
か
っ
た
。

答
弁　

し
っ
か
り
と
受
け

と
め
て
ま
い
り
た
い
。

前
年
度
対
比

２
・
５
%
増

骨
格
予
算
?

質
問　

ひ
ま
わ
り
乗
車
券

の　

年
度
の
実
績
と　

年

３０

３１

度
の
見
通
し
は
。

答
弁　

現
時
点
で
７
７
０

名
、
金
額
に
し
て
約
８
５

４
万
円
を
支
出
。　

年
度

２９

の
実
績
を
踏
ま
え　

年
度

３１

も
同
程
度
と
予
測
し
、
８

８
０
万
円
を
計
上
し
た
。

質
問　

公
共
デ
マ
ン
ド
交

通
と
の
整
合
性
は
。

答
弁　

ひ
ま
わ
り
乗
車
券

は
、
障
が
い
者
の
方
や
要

介
護
者
の
地
域
包
括
ケ
ア

と
し
て
経
済
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
い
る
。

不
測
の
事
態
へ
の

手
だ
て
は

ひ
ま
わ
り
乗
車
券

と
デ
マ
ン
ド
交
通

と
の
整
合
性
は

質
問　

近
年
、
気
象
変
動

に
よ
る
自
然
災
害
や
地
震

な
ど
大
き
な
災
害
が
多
発
。

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る

手
だ
て
は
。

答
弁　

予
算
書
上
で
は
予

備
費
と
し
て
２
５
０
０
万

円
し
か
な
い
の
が
現
状
。

　

各
年
度
の
会
計
で
余
剰

金
が
発
生
し
た
場
合
は
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
起

債
の
繰
上
償
還
や
基
金
へ

の
積
立
て
を
行
な
っ
て
い

る
が
、　

年
度
は
で
き
な

３０

か
っ
た
の
が
現
状
だ
。
不

測
の
事
態
発
生
時
に
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

し
か
な
い
。
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質
問　

一
般
職
員
６
名
増

と
な
っ
て
い
る
。
予
算
書

概
要
で
は
１
１
６
名
、
一

般
会
計
で
は
１
１
５
名
。

１
名
の
相
違
は
。

答
弁　

１
名
の
差
異
は
保

養
宿
泊
施
設
の
職
員
の
扱

い
で
あ
り
、
一
般
会
計
の

１
１
５
名
が
正
し
い
。

質
問　

臨
時
職
員
の
賃
金

が
前
年
度
比
約
１
３
３
５

万
円
減
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁　

保
育
所
の
栄
養
士

が
正
規
職
員
に
変
更
に

な
っ
た
こ
と
。
産
休
明
け

の
正
規
職
員
が
復
職
し
、

臨
時
職
員
が
減
り
減
額
と

な
る
。

質
問　

子
ど
も
会
育
成
会

の
補
助
金
、
１
６
０
万
円

の
根
拠
は
。

答
弁　

要
綱
の
予
算
の
範

囲
で
、
８
区
の
会
長
会
の

意
見
を
総
合
し
、　

年
度

３１

は
規
約
を
一
部
改
正
し
均

等
割
、
人
数
割
に
事
業
割

を
加
え
て
１
６
０
万
円
を

上
限
に
交
付
す
る
。

質
問　

各
地
区
の
懇
談
会

や
議
会
と
語
る
会
で
も
補

助
金
の
増
額
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
が
。

答
弁　

事
業
の
運
営
の
一

部
に
充
て
て
戴
く
と
い
う

趣
旨
の
補
助
金
で
あ
り
、町

の
財
源
も
理
解
願
い
た
い
。

質
問　

社
会
教
育
指
導
員

の
欠
員
状
態
が
９
カ
月
も

続
い
て
い
る
。
業
務
の
代

行
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。
賃
金
２
２

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
採
用
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。

答
弁　

昨
年
７
月
よ
り
不

在
状
態
に
あ
る
。
職
員
が

代
行
し
て
い
る
が
負
担
が

大
き
く
発
生
。
休
日
出
勤

質
問　

県
提
示
の
納
付
金

が
前
年
対
比
２
２
０
０
万

円
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

２
年
目
で
こ
れ
だ
け
増
え

た
の
は
。

答
弁　

前
期
高
齢
者
の
交

付
金
の
関
係
で
あ
る
。
こ

の
交
付
金
は
交
付
さ
れ
て

２
年
後
に
清
算
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。　

〜　
２７

２８

年
度
に
か
け
て
癌
の
新
薬

に
よ
り
医
療
費
が
増
え
、

　

年
度
大
き
な
額
が
交
付

２８さ
れ
た
。　

年
度
分
と
合

３１

わ
せ
て
１
８
０
０
万
円
程

増
額
と
な
っ
た
。

質
問　
　

年
度
の
国
保
税

３１

が
前
年
対
比
約
５
０
０
万

円
の
減
少
。
基
金
８
０
０

０
万
円
、
予
備
費　

万
５

６８

０
０
０
円
と
非
常
に
少
額

で
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

答
弁　

多
く
貰
っ
た
分
に

つ
い
て
は
基
金
に
積
立
、

支
払
い
時
に
取
り
崩
し
て

質
問　

保
養
宿
泊
施
設
の

予
算
額
が
前
年
度
と
同
額
。

維
持
費
の
確
保
は
。

答
弁　

団
体
客
が
減
り
、

個
人
客
が
増
え
て
室
の
稼

働
率
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

全
体
と
し
て
売
上
げ
が
落

ち
て
い
る
。

質
問　

営
業
責
任
者
を
設

け
、
積
極
的
な
営
業
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

清
流
苑
は
町
民
の

保
養
施
設
と
い
う
こ
と
で

積
極
的
な
営
業
を
行
な
っ

て
こ
な
か
っ
た
経
過
が
あ

る
。
総
支
配
人
が
責
任
者

で
あ
り
、
今
後
森
林
セ
ラ

ピ
ー
を
通
じ
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
旅
行
サ
イ
ト

へ
の
登
録
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
は
地
域

の
宝 
町
の
財
産

業
務
へ
の
支
障
と

採
用
計
画
は

営
業
努
力
で

維
持
費
確
保
を

職
員
体
制
と

賃
金
減
は

国
保
県
移
管
で

 
今
後
の

　
　

見
通
し
は

納
付
金
の
対
応
に
充
て
る
。

　

年
度
８
０
０
０
万
円
を

３１取
り
崩
す
と
、
１
億
４
０

０
０
万
円
の
残
高
と
な
る
。

も
あ
る
状
態
で
あ
り
、
募

集
を
か
け
て
い
る
が
応
募

者
が
な
い
。
総
務
課
に
も

お
願
い
し
て
い
る
。

改
築
計
画
策
定
と

あ
り
方
検
討

質
問　

債
務
負
担
行
為
の

な
か
の
学
校
施
設
等
長
寿

命
化
計
画
策
定
業
務
と
は

何
を
す
る
の
か
。

答
弁　

平
成　

年
、
小
学

１９

校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
設
け
、
統
合
を
含
む
町

の
学
校
全
体
を
議
論
し
て

き
た
。
最
優
先
と
し
て
耐

震
補
強
工
事
を
行
な
い
約

　

年
経
過
し
た
現
在
、
校

１０舎
の
改
築
計
画
策
定
と
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
る
。

質
問　

教
育
の
程
度
を
上

げ
る
た
め
、
小
中
一
貫
教

育
と
い
う
考
え
が
一
部
に

あ
る
。
地
域
住
民
に
対
し

て
十
分
に
配
慮
し
、
慎
重

な
議
論
が
望
ま
れ
る
が
。

答
弁　

平
成　

年
当
時
の

２０

教
育
委
員
会
の
提
言
に
は

あ
る
。
学
校
応
援
団
な
ど

地
域
と
学
校
と
の
協
同

パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
形
で

学
校
運
営
が
進
め
ら
れ
て

い
る
今
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

統合、ゼロからのスタート
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年
度 
一
般
会
計

３０第
５
回（
３
月
）補
正

質
問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は　

月
補
正
で
は
２

１２

０
０
０
万
円
の
減
額
を
し

て
い
る
。
こ
こ
に
来
て
、

１
０
０
０
万
円
の
増
は
。

答
弁　

４
月
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
３
月
に
前
倒
し
た
こ

と
に
よ
り
増
が
見
込
ま
れ

る
。　

月
減
額
し
て
今
回

１２

増
額
に
つ
い
て
は
反
省
し

て
い
る
。

質
問　

も
う
少
し
早
め
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
出
来
な

か
っ
た
の
か
。
ま
ち
づ
く

り
観
光
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
は
。

答
弁　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
は
松
川
産
だ
け
で

な
く
南
信
州
産
を
追
加
し

た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
担

当
者
同
士
が
会
議
を
重
ね

打
合
せ
を
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
対

応
し
て
い
る
。

質
問　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
１
か
月
で
１
０
０
０
万

円
増
は
で
き
る
の
か
疑
問

で
あ
る
が
。

答
弁　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
こ
と
に
よ
り
納
品
予
約

に
よ
る
寄
附
が
集
ま
っ
て

い
る
。

質
問　

不
必
要
な
減
額
補

正
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
つ
い
て
町
長
は

ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

補
正
の
予
算
が
上

が
っ
て
き
た
時
点
で
精
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
結
果

的
に
こ
う
い
う
数
字
に
な
っ

た
。
今
後
し
っ
か
り
と
見

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。意

見　

ま
ち
づ
く
り

観
光
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
た
価
値
が
な
い
。

本
気
で
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

質
問　

小
中
学
校
エ
ア
コ

ン
設
備
整
備
事
業
で
の
減

額
は
。

答
弁　

各
学
校
ご
と
一
括

発
注
し
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
設
置
工
事
の
入
札
差
金

で
の
２
４
０
０
万
円
減
で

あ
る
。

保
養
宿
泊
施
設
収
入
減

質
問　

施
設
使
用
料
が
１

１
１
０
万
円
減
で
あ
る
が

営
業
担
当
は
。

答
弁　

特
定
の
人
ひ
と
り

で
や
っ
て
い
る
と
い
う
形

で
は
な
い
。
よ
そ
を
参
考

に
模
索
し
て
い
る
。

質
問　

繰
越
金
減
２
５
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る　

年
度
で
は
。
な
ぜ
こ

２９
こ
に
。

答
弁　

当
初
予
算
に
計
上

済
み
の
金
額
で
あ
っ
た
が

考
慮
せ
ず
に
計
上
し
、
重

複
し
て
い
た
。
事
務
上
の

あ
や
ま
り
で
あ
っ
た
。

 
日 
和
見
主
義
的
補
正

※

質
問　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

賃
金
減
は
。

答
弁　

送
迎
運
転
手
２
人

で
１
台
を
対
応
し
各
地
区

へ
の
送
り
迎
え
を
予
定
し

て
い
た
が
、
地
区
を
兼
務

し
て
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

運
転
手
１
人
強
で
で
き
た
。

質
問　

保
育
料
職
員
賃
金

と
手
当
減
、
観
光
費
賃
金

減
、
公
民
館
の
社
会
指
導

員
賃
金
減
と
あ
る
が
人
件

費
は
き
ち
ん
と
精
査
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

パ
ー
ト
職
員
の
退

職
と
、
募
集
を
か
け
て
も

応
募
が
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。

※
日
和
見
主
義
（
ひ
よ
り
み
し
ゅ
ぎ
）
と
は
、「
あ
る
定
ま
っ
た
考
え
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
形
勢
を
見
て
有
利
な
側
に
追
従
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
方

質
問　

農
業
未
来
塾
講
師

謝
金
減
の
理
由
は
。

答
弁　

講
義
は
２
ク
ー
ル

で
予
定
し
て
い
た
が
受
講

者
の
都
合
に
よ
り
１
ク
ー

ル
と
し
た
。

歯
周
病
健
診
の
周
知
は

質
問　

歯
周
病
健
診
が
減

で
あ
る
が
。

答
弁　

今
年
度
初
め
て
の

事
業
で
あ
っ
た
。
歯
と
全

身
で
は
病
気
の
関
連
性
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
認
識

し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力

す
る
。

ふるさと納税リニューアルパンフレットふるさと納税リニューアルパンフレット

右
往
左
往

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

毎
回
調
整
さ
れ
る

各
事
業
の
賃
金

節
約
か

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
減

若
手
育
成

農
業
未
来
塾
委
託
費
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設
置
工
事
の
一
部
設
計
変
更
発
生

●主な補正内容
（単位：千円）（１）歳入

補 正 額科　目

５３,３９７地方交付税

△ ２０,２８３国県支出金

９,７００寄　附　金

△ ４０,３７９繰　入　金

△ ２３,６００町　　　債

平成３０年一般会計（第５回）補正予算概要　　　　（単位：千円）
計補正前の額補正予算額

６,４２４,８３２６,４５９,３８６△３４,５５４

（単位：千円）（２）歳出

備　考内　　　　容補正額事　業　名科　目

まちづくり
政 策 課

H31.4月に予定していた返礼品のリニュー

アルをH31.3月に前倒しすることで寄附金

増が見込まれる

10,000
ふ る さ と 応 援
寄 附 金 事 業

総務費

保健福祉課
保健給付金費が増となる見込み、国県負担

に係る過年度精算に伴い、繰出金を増額
37,136

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 繰 出 金

民生費

産業観光課当初計画した採用人数に達しなかった△13,700
地域おこし協力隊・
集落支援員活動費

商工費

総 務 課入札差金による△19,780
防災行政無線移動系
デジタル化更新工事

消防費

こども課見込みより工事費を減額△24,000
小中学校エアコン
設 備 整 備 事 業

教育費

生涯学習課入札差金による△6,000
町 民 体 育 館
耐 震 補 強 工 事

討　論

　小中学校エアコン設置に

ついて入札差金でのマイナ

ス予算が計上されている。

審議継続中であり据え置く

べきである。　（佐藤議員）

反 対

佼 佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼

　

１
月　

日
、
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

２９

　

平
成　

年
度 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
応
臨

３０

時
交
付
金
事
業 
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
の
落
札
業
者
が
決
定
。工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
上
程
さ
れ
、審
議
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
。

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

第
１
回
議
会
臨
時

第
１
回
議
会
臨
時
会会

小
中
学
校
エ
ア
コ

小
中
学
校
エ
ア
コ
ンン

設
置
工
事
審

設
置
工
事
審
議議

　

議
会
臨
時
会
前
段
の

社
会
文
教
常
任
委
員
会

や
議
会
全
員
協
議
会

で
、　

月
の
補
正
予
算

１２

議
決
後
の
詳
細
な
経
過

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

多
く
の
議
員
か
ら
落

札
業
者
、
価
格
、
安
全
面
、

学
校
関
係
者
へ
の
説
明
責

任
な
ど
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

今
回
、
工
事
請
負
金
額

５
０
０
０
万
円
を
越
え
る

２
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

賛　
　

成

　

公
共
施
設
に
於
け
る
天

吊
型
の
落
下
の
事
例
は
承

知
し
て
い
な
い
。
ま
た
安

全
面
の
検
討
も
十
分
な
さ

れ
て
い
る
。 

間
瀬
議
員

反　
　

対

討　
　

論

松川中学校エアコン設置工事工 事 名

８３,７００,０００円契約の金額

神稲建設株式会社契約の相手方

松川中央小学校エアコン設置工事工 事 名

６９,１２０,０００円契約の金額

明和工業・松川設備工業
　特定建設工事共同企業体

契約の相手方

松川北小学校エアコン設置工事工 事 名

４１,０４０,０００円契約の金額

三笠設備・エビスヤ産業
　特定建設工事共同企業体

契約の相手方

　

天
吊
、床
置
に
つ
い
て
の

議
論
は　

月
定
例
会
で
協

１２

議
し
、議
決
さ
れ
て
い
る
。

安
全
性
に
瑕
疵
が
あ
れ
ば

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
が
、

安
全
性
は
担
保
さ
れ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
。提
出
さ

れ
た
陳
情
書
に
対
し
て
も

考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

中
平
議
員

　

提
出
さ
れ
た
天
吊
型
ア

ン
カ
ー
構
造
の
検
討
書
は

信
憑
性
に
欠
け
る
。
中
学

校
の
み
天
吊
型
で
あ
る
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係
す
る

方
々
の
意
見
を
十
分
汲

取
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。 

川
瀬
議
員

　

価
格
面
は
も
と
よ
り
安

全
面
の
検
討
に
対
し
て
十

分
な
調
査
と
資
料
が
出
さ

れ
て
い
な
い
。 

佐
藤
議
員

　

３
月　

日
の
議
会
全

２０

員
協
議
会
へ
松
川
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

の
設
計
内
容
の
一
部
を
変

更
す
る
報
告
が
出
さ
れ
た
。

普
通
教
室　

室
に
つ
い
て

１８

天
吊
り
型
よ
り
、
床
置

き
型
へ
の
変
更
。
予
算
変

更
が
発
生
す
る
為
、
議

会
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
協
議
事
項
と
し
て

処
理
。
各
議
員
よ
り
行

政
側
の
対
応
、
姿
勢
に

厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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調査・研究

　１４日午後、地域活動支援センター「あすなろ」を視

察。１日平均の利用者が１０人程となり基本的事業から

詠型（強化事業）になる。

　町民体育館の耐震工事について視察。約２億８千万

円で改修され、安心・安全が確保される。

１１日（月）、社会文教常任委員会は３月１３日（水）、
調査を実施しました。
分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

社 会 文 教
常任委員会

葛
シ
ャ
ワ
ー
室
も
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す

社会文教常任委員会とは、住民税務課・保健福祉課・
教育委員会及び議会事務局の分野を担当しています。

➡

①保育所費、臨床心理士１８７万３千

円の仕事内容や処遇はどうか。

②「福祉を考える集会」で出され

た、祖父母手帳や父子手帳交付

についての考えは。

③予防接種費用２８３４万６千円の中

の風疹やはしかについての取り

組みは。

④高齢者にやさしい住宅改良費７０

万円とは、どのようなものか。

⑤日赤病院への補助金１億円だが、

国からの特別交付税は確実に交

付されるのか。

⑥ＳＯＳネットワークシステム５２万

８千円はどのように運営するのか。

①学校と兼務でひと月に１４日ほど来てもらっている。

　保育園の巡回や乳幼児健診で子ども達の様子を見たり、

保育士や保護者の相談に乗ってもらっている。

　処遇面を改善し、常勤の臨床心理士確保の検討をしてい

きたいと考えている。

②具体的な検討はこれからだが、母子や父子という区別を

設けず、ひとつにまとめて作れば良いのではないかと考

えている。

③風疹の抗体検査に１２６万９千円。風疹とはしかの両方に通

用するＭＲワクチンに２５万５千円をあてる。

　３９歳～５６歳までの風疹の抗体を持たないと思われる５８８

名には受診勧奨を徹底したい。

④介護保険の対象にならない部分の改修が対象になる。

　県の事業であり、所得税が８万円以下の家庭が対象にな

る。

⑤国から約８千万円特別交付税が交付され、町からの約２

千万円を加えて補助する。

　病院への支払いは、概算払いで１月頃に１回と実績報告

に基づいて年度末に清算払いをしている。

⑥通称おかえり協力隊という。利用者が事前登録をし、行方

不明になった際に警察や情報発信センターに連絡する。

民生委員やオレンジチームなどに名前や特徴を発信する

事により発見につなげる。

　現在２２名の協力隊支援者がいる。

質問・意見 答弁➡



9 松川町議会だより　2019. 4.15　No.143

　総務産業建設常任委員会は３月８日（金）、
１４日（木）に、それぞれ行い、委員会ごとに現地
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査を

➡

①有害鳥獣の補助金など４９０万円、対策費、

駆除の報償金６００万円と３０年度実積は。

②地域おこし協力隊員の担当部署、募集目的、

任期三年後の受け皿は。

③リニア建設工事対策委員会３１年度に向け

てどのような考えか。

④地域公共交通デマンド乗合バスの導入計

画は。

⑤太陽光発電システム、太陽熱温水器、雨

水貯留施設について、３０年度の実績と３１

年度の計画は。

⑥稲葉クリーンセンターの現況は。

①９０万円は侵入防止柵が台風の倒木被害の修繕

費や草刈り、電気柵の点検、急傾斜地喉勧奨帯整

備など協議会の補助金である。報償費の実績は

イノシシ２４頭、猿４２頭、シカ３４頭、報償金はイノ

シシ１頭１万円、猿４万円、シカ１万５,０００円である。

②隊員の数が増えるなか部署担当者の必要を感

じている。採用時の目的をはっきりさせ、どん

な志を持った方に来ていただくかが１番大事で

ある。ただの労働力では使い捨てとなり、募集

要項等検討していきたい。

③生東区が埋め立てをしたいとの考え方があり、

町は生東区、福与区への繋ぎ役と考えている。

④１０月からを予定している。生田循環線２路線

（峠部奈線・中山柄山線）の午後２便をデマンド

化に変更する。役場や医療機関など指定した

７箇所の停留所から、生田地区の自宅まで運行

するという形態を考えている。

⑤３０年度現時点の実績で太陽光発電１７件、温水器

２件、森のエネルギーストーブの補助５件、雨水

貯留ゼロ、３１年度は太陽光１５件、温水器７件、ス

トーブ７件、雨水貯留施設４件で計画している。

⑥直近では、２月末の合計が１,４３１トンで、前年の

同月迄と比較すると約１７トン増加で、対比で

は１０３％の増。埋め立てごみは、今年度は若干

増加で見込んでいる。

調査・研究
　８日午後現地調査を行った。中

桐浄水場の更新する監視機器の説明

を受けた。

　上新井松川公園のトイレの視察、

宮ケ瀬橋建設による町道の路線起

点変更について説明を受け確認し

た。

質問・意見 答弁➡

総務産業建設
常任委員会

松川公園トイレ新設

総務産業建設常任委員会社とは、総務課・まちづくり
政策課・産業観光課・環境水道課・建設課・会計室の
分野を担当しています。

浄水場監視システム機器の更新
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南
信
州
地
域
の

明
る
い
未
来
を
目
指
し
て

議会の
　 うごき

南
信
州
広
域
連
合
で
は

長
野
県
の
構
想
と
取
り
組

み
に
基
づ
き
、
南
信
州
に

新
た
な
知
的
滞
留
拠
点
の

形
成
（
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構

想
）
に
向
け
て
４
つ
の
提

案
が
さ
れ
て
い
る
。

①　

大
都
市
と
地
方
を
活

性
化
す
る
「 
リ 
ン
ケ
ー
ジ

＊
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開

と
し
て
、
民
間
投
資
を
誘

発
す
る 
投 
資
ス
キ
ー
ム
を

＊
２

構
築
し
て
い
く
。

②　

日
本
を
支
え
る
「
災

害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

へ
の
対
応
と
し
て
、
都
市

機
能
や
政
府
系
研
究
機
関

の
移
転
、 

テ 
レ
ワ
ー
ク
、

＊
３

企
業
の
中
枢
機
能
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
施
設
の
税
財
政

支
援
措
置
の
強
化
。
地
上

系
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
リ
ニ

ア
に
沿
っ
て
整
備
す
る
。

③　

人
生
１
０
０
年
時
代

を
楽
し
む
「
つ
な
が
り
人

口
」
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

首
都
圏
の
高
齢
者
層
に
社

会
参
加
（
農
業
や
研
究
開

発
へ
従
事
）
出
来
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
る
。（
週

末
移
住
、
二
拠
点
移
住
等
）

④　

新
た
な 
モ 
ビ
リ
テ
ィ

＊
４

の
導
入
と
先
端
技
術
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、

リ
ニ
ア
駅
を
基
点
と
し
た

交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

（
国
で
検
討
中
）」
に
お
け

る
自
動
運
転
の
実
施
エ
リ

ア
と
す
る
な
ど
、
最
先
端

技
術
の
活
用
を
促
進
す
る
。

こ
の
よ
う
な
目
標
と
目

的
を
共
有
し
な
が
ら
、
事

業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
首
長
会
議
は
も
ち
ろ
ん
、

広
域
連
合
議
会
も
全
員
協

議
会
や
委
員
会
に
分
か
れ

て
、協
議
を
進
め
て
い
る
。

な
ど
が
連
携
し
、
航
空
機

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
飯

田
下
伊
那
地
域
の
産
業
の

高
度
化
、
高
付
加
価
値
化

を
実
現
す
る
た
め
の
施
設

で
あ
る
。

産
学
官
連
携
に
よ
り

リ
ー
デ
ィ
ー
ン
グ
産
業
の

創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

総
合
的
な
試
験
研
究
設

備
・
ホ
ー
ル
・
会
議
室
・

南
信
州
広
域
連
合
は　

市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
地

１４

域
の
広
域
防
災
、
介
護
、
飯
田
消
防
、
稲
葉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
ご
み
処
理
に
関
連
す
る
事
務
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
広
域
行
政
と
し
て
南
信
州
の
将
来
を
見
据

え
た
な
か
で
、知
の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

起
業
者
向
け
貸
し
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
備
え
、
人
材
育

成
と
地
域
貢
献
に
寄
与
し

て
い
く
。

エ
ス
バ
ー
ド
は
旧
飯
田

工
業
高
校
の
校
舎
を
再
整

備
し
、
日
本
に
唯
一
の
試

験
設
備
も
完
備
さ
れ
て
い

る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や

三
遠
南
信
自
動
車
道
と

言
っ
た
新
し
い
交
流
・
物

流
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
南

信
州
の
産
業
振
興
と
人
材

育
成
の
拠
点
と
し
て
４
月

か
ら
エ
ス
・
バ
ー
ド（
S−

B
I
R
D
）が
オ
ー
プ
ン
し

た
。エ

ス
・
バ
ー
ド
は
、
南

信
州
広
域
連
合
、
長
野
県

工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、

信
州
大
学
、（
公
財
）
南

信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー

＊
１ 
リ
ン
ケ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
南
信
地
域
の
発
展
の
為
、
各
自
治
体
が
連
携
し
て
政
策
を
進
め
る
）

＊
２ 
投
資
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
を
も
っ
た
計
画
）

未
来
に
は
ば
た
く

人
と
技
術
を
育
て
る

＊
３ 
テ
レ
ワ
ー
ク
（
テ
レ
コ
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
時
間
や
制
約
を
受
け
ず
に
、

　
　
 
柔
軟
に
働
く
形
態
を
い
う

＊
４ 
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
手
段
）

エスバードの名称は、南信州（ＳｏｕｔｈＳｈｉｎｓｈｕ）のＳ

ＢＩＲＤ（バード）は大空を飛ぶ鳥のように空に飛び立つ

航空機をイメージして名付けられました。

また、Ｂはブレイクスルー（躍進）、Ｉはイノベーション

（革新）、ＲＤはリサーチ＆デベロップメント（研究開発）

の意味も含んでいます。
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１
月　

日
飯
田
市
議
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
鼎

２５

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、飯
伊　

市
町
村
と
伊
那

１４

市
、
駒
ケ
根
市
議
員
計
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
山
梨
学
院
大
学

教
授
の
江
藤
俊
昭
氏
を
招

い
て
「
住
民
自
治
の
根
幹

と
し
て
議
会
を
作
動
さ
せ

る
」
と
題
し
て
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
住

民
と
の
意
見
交
換
会
を
政

策
提
言
に
生
か
し
た
議
会

を
紹
介
さ
れ
る
な
か
で
、

「
住
民
福
祉
向
上
に
つ
な
が

る
改
革
を
目
指
し
、
住
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。

「
議
会
が
住
民
の
声
を
ど
う

代
弁
す
る
か
が
重
要
」
と

も
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
議

会
に
設
置
さ
れ
た
常
任
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
議
会

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

に
は
少
な
く
と
も
７
、
８

人
の
議
員
が
必
要
と
説
明

さ
れ
た
。

　

今
、
多
く
の
議
会
が「
議

員
の
な
り
手
不
足
」
に
直

面
し
て
い
る
。

　

議
会
が
直
接
住
民
の
声

を
聴
き
、
監
視
や
政
策
提

言
に
生
か
す
と
い
う
「
議

会
か
ら
町
へ
の
政
策
サ
イ

ク
ル
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
二
元
代
表

制
」
か
ら
住
民
参
加
に
よ

る
「
二
元
的
代
表
制
」
ス

テ
ー
ジ
へ
の
変
革
で
あ
る
。

　

当
議
会
で
は
、
議
会
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

制
度
」
を
１
年
間
実
施
し

て
き
た
。
今
年
度
は
改
革

の
大
き
な
柱
と
し
て
「
政

策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
導

入
へ
の
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
る
。

課
題
の
共
有
と
圏
域
に
求
め
ら
れ
る
役
割

高
森
町
議
会
・
松
川
町
議
会
交
流
会

　

２
月
６
日
、
中
央
公
民

館
「
え
み
り
あ
ホ
ー
ル
」

を
会
場
に
南
信
州
広
域
連

合
・
下
伊
那
郡
町
村
事
務

局
長
の
高
田
修
氏
を
招
い

て
「
南
信
州
広
域
連
合
の

概
要
と
課
題
に
つ
い
て
」

説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

南
信
州
広
域
連
合
は
平

成　

年
４
月
に
設
立
さ
れ
、

１１
広
域
連
合
議
会
は
各
市
町

村
か
ら
選
出
さ
れ
た
定
数

　

人
の
議
員
で
構
成
さ
れ

３３て
い
る
。

　

「
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信

道
時
代
」
を
見
据
え
て
、

将
来
の
地
域
像
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
な
か
で
、
隣
接

す
る
高
森
町
と
は
関
係
・

交
流
人
口
の
拡
大
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
課
題
を
共

有
し
、
連
携
協
力
す
る
役

割
が
あ
る
。

〈 将来の地域像 〉

飯田・下伊那地域

三遠南信地域　北の玄関口

長野県の南の玄関口

対
内
的

対
外
的

多様な主体守るべきもの
備えるべきもの

グローバル化
↓

小さな世界都市

地域ブランドの確立
↓

多機能高付加価値
都市圏

リニア飯田駅
名
古
屋

東　

京

世　

界

世　

界

アクセス向上

内外に対して
情報発信

　

広
報
部
会
で
は
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
長
野
県
町
村

議
会
広
報
研
修
会
を
受
講

し
、
編
集
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。
今
年
は
１

月　

日
に
塩
尻
市
「
長
野

３１
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に

参
加
し
た
。

　

講
師
の
町
村
議
会
広
報

表
彰
審
査
委
員
を
務
め
る

芳
野
政
明
氏
よ
り
「
議
会

広
報
の
基
本
と
編
集
」
に

つ
い
て
受
講
。
ま
た
全
国

町
村
議
会
の
優
れ
た
広
報

誌
の
紹
介
と
、
今
回
参
加

し
た
議
会
の
「
議
会
だ
よ

り
」
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受

け
た
。

読
者
目
線
と
配
慮

広
報
研
修
会

議
会
改
革
の
第
2
ス
テ
ー
ジ

住
民
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
改
革
を

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
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議議議議議議議議議議議議議議 決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結議　　決　　結　　果果果果果果果果果果果果果果果
平成31年第１回定例会議決結果

内　　　　　　容結果件　　　　　　名
一般職の国家公務員の給与改正に準じて改定可決特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

条　
　

例

一般職の国家公務員の給与改正に準じて改定可決
議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

上位法改正に伴う改正可決松川町水道法施行条例の一部を改正する条例の制定について

辺地総合整備計画一部変更に伴う制定可決辺地に係る総合整備計画の変更について

新規制定可決松川町放置自転車の発生の防止及び適正な処理に関する条例の制定について

大島中部地区高齢者支えあい拠点施設指定管理者の指定可決松川町高齢者支えあい拠点施設の指定管理者の指定について指
定
管
理
者

の
指
定

社団法人　松川町社会福祉協議会を指定可決松川町社会福祉センターの指定管理者の指定について

社団法人　松川町社会福祉協議会を指定可決松川町ディサービスセンターの指定管理者の指定について

社団法人　松川町社会福祉協議会を指定可決特別養護老人ホーム松川荘の指定管理者の指定について

協定期間の変更及び耐震補強箇所の変更による可決
松川町公共下水道松川浄化センターの建設工事（耐震補強）委託に関す
る協定の一部の変更する協定の締結について

締　
　

結

協定期間の変更による可決
松川町公共下水道松川浄化センターの建設工事委託に関する協定の一部
を変更する協定の締結について

工事期間の変更による可決
農山漁村地域整備交付金（農業集落排水事業）福与処理施設機能強化工
事請負契約の変更契約の締結について

１－２４号線可決町道の変更について町道認定

4,536千円減額し1,406,178千円とする可決国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）
平
成　

年
度
補
正
予
算

３０

5,795千円追加し163,661千円とする可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

41,479千円追加し1,322,027千円とする可決介護保険事業特別会計補正予算（第３回）

51,339千円減額し546,647千円とする可決公共下水道事業特別会計補正予算（第３回）

1,882千円追加し479,080千円とする可決農業集落排水事業特別会計補正予算（第３回）

35,450千円減額し535,111千円とする可決保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）

目変更による可決水道事業会計補正予算（第４回）

1,272,341千円とする可決国民健康保険事業特別会計予算
平
成　

年
度
当
初
予
算

３１

16,158千円とする可決後期高齢者医療特別会計予算

1,288,606千円とする可決介護保険事業特別会計予算

527,000千円とする可決保養宿泊施設事業特別会計予算

9,150千円とする可決松川町発電事業特別会計予算

569,234千円とする可決松川町水道事業会計予算

1,136,881千円とする可決松川町下水道事業会計予算

松浦義文氏（新任）同意松川町教育委員会委員の任命について選任

１月29日（火） 社会文教常任委員会・議会全員協議会・
 臨時議会
２月５日（火） 議会運営委員会
２月６日（水） 高森町議会との交流会
２月12日（火） 松川町国民保険運営協議会
２月12日（火） 結婚相談員との懇談会
２月18日（月） 総務産業建設常任委員会
 社会文教常任委員会
２月21日（木） 議会全員協議会
２月22日（金） 清流苑経営会議 

３月５日（火） 議会全員協議会・本会議開催・広報委員会

３月６日（水） 本会議総括質疑

３月８日（金） 総務産業建設常任委員会

３月11日（月） 総務産業建設常任委員会

３月13日（水） 社会文教常任委員会

３月14日（木） 社会文教常任委員会

３月19日（火） 本会議一般質問

３月20日（水） 議会全員協議会・本会議再開・閉会

３月27日（水） 議会改革推進会議

１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月１月～３月　 主主主主主主主主主主主主主主 なななななななななななななな 議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会 日日日日日日日日日日日日日日主 な 議 会 日 程程程程程程程程程程程程程程程

●多数意見により議決されたもの

内　　　容結果

松
井
悦
子

間
瀬
重
男

島
田
弘
美

森
谷
岩
夫

熊
谷
宗
明

坂
本
勇
治

黒
澤
哲
郎

菅
沼
一
弘

中
平
文
夫

大
蔵　

洋

川
瀬
八
十
治

佐
藤
史
人

米
山
郁
子

件　　　　名

34,664千円減額し
6,424,832千円とする

可決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇一般会計補正予算（第５回）
平成30年度
補正予算

6,150,000千円とする可決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●一般会計当初予算
平成３１年度
当初予算

○ 賛成　● 反対

平成31年第１回臨時会議決結果
●多数意見により議決されたもの

内　　　容結果

松
井
悦
子

間
瀬
重
男

島
田
弘
美

森
谷
岩
夫

熊
谷
宗
明

坂
本
勇
治

黒
澤
哲
郎

菅
沼
一
弘

中
平
文
夫

大
蔵　

洋

川
瀬
八
十
治

佐
藤
史
人

米
山
郁
子

件　　　　名

8,370万円とする可決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇
平成30年度ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金事
業松川中学校エアコン設置工事請負契約の締結について

締結

6,912万円とする可決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇
平成30年度ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金事業松
川中央小学校エアコン設置工事請負契約の締結について

○ 賛成　● 反対
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「
議
会
と
語
る
会
」の
意
見
を
整
理

　
　
　

町
へ
伝
達
書
と
し
て
提
出

前向きな回答を

　

町
内
８
ヶ
所
、延
べ
１
９
０
人
の
出
席
を
得
て
開
催

し
た
「
議
会
と
語
る
会
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
各
常
任
委
員
会
で

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
要
望
を
整
理
し
、
町
へ
伝
達
書

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
各
委
員
会
で
政
策
と
し
て
検

討
す
る
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

１
、
太
陽
光
発
電
特
例
条

例
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
募
集
後
の
対
応

　

役
場
か
ら
用
紙
を
も
ら

い
提
出
し
た
が
、
そ
の
後

の
対
応
が
な
い
。
意
見
を

出
し
た
人
に
は
き
ち
ん
と

し
た
回
答
を
す
る
こ
と
。

２
、
リ
ニ
ア
工
事
発
生
土

の
有
効
活
用

　

ふ
る
さ
と
農
道
の
改
良

延
長
に
発
生
土
を
利
活
用

し
、
早
期
着
工
を
検
討
す

る
こ
と
。

３
、
太
陽
光
発
電
施
設
へ

の
対
応

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
で
き

た
が
、
既
存
設
備
の
草
刈

り
な
ど
の
管
理
監
督
に
対

し
発
言
で
き
る
対
応
策
を

講
じ
る
こ
と
。

４
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

　

小
学
校
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
授
業
に
お
い
て
１

人
１
台
使
用
で
き
る
が
、

ソ
フ
ト
が
充
実
さ
れ
て
お

ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
検
索
程
度
し
か
使
え
な

い
状
態
で
あ
る
。
研
究
を

し
、
改
善
を
行
う
こ
と
。

意見・要望が続出

５
、
防
災
対
策
の
行
動
計

画

　

有
事
の
際
、
台
城
へ
の

外
来
者
の
避
難
所
は
公
民

館
と
な
る
。
管
理
者
が
常

駐
し
て
い
な
い
状
況
下
で

の
負
担
は
、
区
長
・
区
会

役
員
と
な
っ
て
し
ま
う
。

対
策
を
図
る
こ
と
。

６
、
児
童
館
の
利
用
者
増

に
対
す
る
対
応

　

利
用
者
数
が
増
え
て
手

狭
と
な
り
危
険
を
感
じ
る
。

夏
休
み
も
長
期
化
と
な
り

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

７
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
周

知
徹
底

　

出
産
と
介
護
が
抱
き
合

わ
せ
に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
と
必
要
な
事

業
で
あ
る
。
広
報
で
周
知

す
る
こ
と
。

８
、
学
級
崩
壊
の
対
策

　

小
学
校
で
の
学
級
崩
壊

を
し
っ
か
り
認
識
し
て
対

応
す
る
こ
と
。

９
、
マ
ー
く
ん
カ
ー
ド
有

効
期
限
の
延
長

　

出
生
子
育
て
支
援
金
の

マ
ー
く
ん
カ
ー
ド
充
当
分

の
有
効
期
限
を
６
ヶ
月
で

な
く
、
せ
め
て
１
年
か
２

年
に
し
て
ほ
し
い
。
研
究

を
し
改
善
を
図
る
こ
と
。

　

、
円
満
坊
の
道
路
整
備

１０
　

拡
張
工
事
が
着
手
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
代
替
道
路

は
路
肩
が
無
か
っ
た
り
危

険
な
個
所
が
あ
る
の
で
改

善
を
行
う
こ
と
。

　

、
官
民
協
働
の
推
進

１１
　

台
城
の
看
板
作
成
の
時
、

担
当
課
と
「
古
町
を
愛
す

る
会
」
が
一
緒
に
な
っ
て

検
討
し
た
。
こ
う
し
た
取

組
み
を
充
実
す
る
こ
と
。

　

、
窓
口
対
応
の
改
善

１２
　

住
民
の
感
情
に
寄
り

添
っ
た
対
応
。
係
長
や
課

長
の
真
剣
な
対
応
が
あ
っ

て
町
民
は
納
得
す
る
。
職

員
の
接
客
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

伝　

達　

書
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人　

事

各
委
員
会
の
政
策
と
し
て

　
　
　
　

ま
と
め
る
意
見

児童館の充実を

１
、
少
子
化
対
策
は

　

出
産
祝
い
金
が
他
の
町

村
に
比
べ
少
な
い
。
産
後

検
診
、
産
後
ケ
ア
事
業
の

周
知
徹
底
を
は
か
り
、
子

育
て
の
手
助
け
と
な
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

２
、
児
童
館
の
充
実
を

　

利
用
者
増
に
よ
る
手
ぜ

ま
と
な
っ
た
児
童
館
の
対

策
を
望
む
。

民泊受入れに力を

社
会
文
教
常
任
委
員
会

１
、
農
家
民
泊
事
業
強
化

を

　

受
入
れ
農
家
が
全
部
で

　

軒
ぐ
ら
い
と
な
り
、
ど

１０ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。「
ま

た
会
い
た
い
な
あ
」と
い
っ

た
民
泊
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

２
、
農
業
の
活
性
化
と
観

光
の
推
進
を

　

美
し
い
景
観
と
お
い
し

い
料
理
で
の
お
も
て
な
し

が
人
を
呼
ぶ
。
農
業
と
観

光
と
人
を
結
ぶ
道
の
駅
が

必
要
だ
。

３
、
南
信
州
観
光
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
活
動

は

　

観
光
資
源
が
少
な
い
な

か
で
ど
の
よ
う
に
進
め
高

め
て
い
く
の
か
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
全
体
で

考
え
て
い
く
意
見

１
、
自
治
会
未
加
入
者
の

対
策

２
、
議
員
の
な
り
手
不
足

へ
の
対
策

３
、
議
員
報
酬
と
議
員
定

数
の
検
討

　

教
育
委
員

　
　

任
期
令
和
3
年
9
月　

日
23

松
浦 
義
文 
氏
（
新　

任
）

熊谷宗明議員（15 ページ）
　１　どう防ぐか、認知症事故
　２　農業の振興策、今すべきことは

米山郁子議員（16ページ）
　１　空き家発生予防の取組について

菅沼一弘議員（17ページ）
　１　町長は町民の期待にこたえて町政の活性化、住み

たいと思える町をめざして取り組んできたか

佐藤史人議員（18ページ）
　１　観光まちづくりの課題は
　２　町運営における総合計画とその策定は

黒澤哲郎議員（19 ページ）
　１　町長の所信表明について
　２　町長８年間の総括は
　３　町長任期の中で質問した事項のその後は

所信を質す！ 一般質問

　一般質問は議員にとって、住民から重大な関心と期待を持たれる
大事な議員活動です。町政全般にわたって執行機関に疑問点を質し、
所信の表明を求め、議員自らの政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にするものです。
　質問の持ち時間はひとり２０分ですがスペースの都合上、質問者
の責任において質問と答弁を要約して掲載しています。本会議での
傍聴をお待ちしております。

前
号
１
４
２
号
表
紙
町
民
投
稿
の
作
者
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た

　
　

誤
「
勝
俣
」　
　

正
「
勝
保
」

深
く
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
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（
問
）
認
知
症
に
よ
る
行
方

不
明
者
は
、
１
年
に
１
万

５
千
人
に
上
り
、
一
人
歩

き
中
に
道
に
迷
う
状
況
が

い
ま
社
会
問
題
化
し
て
き

て
い
る
。
町
内
に
お
い
て

も
悲
し
い
事
故
が
起
き
て

い
る
。
「
い
か
に
早
く
発

見
す
る
か
」
が
命
を
守
る

こ
と
と
な
る
。
検
証
も
踏

ま
え
、
今
後
に
向
け
た
課

題
と
対
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

（
総
務
課
長
）

１
、
区
、
自
治
会
、
地
域

と
の
情
報
共
有

２
、
警
察
と
の
情
報
共
有

３
、
消
防
団
へ
の
的
確
な

捜
索
指
示

４
、
空
き
家
の
捜
索
体
制

の
整
備
が
必
要
と
思

う
。
指
揮
官
と
な
る
警

察
へ
情
報
を
集
約
し
、

初
動
体
制
を
き
ち
ん
と

確
立
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
徘
徊
高
齢
者
等
家
族

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し

て
、
対
象
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
携
帯

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
る
が
、
現
在
３
人
の
方

が
利
用
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

ど
う
防
ぐ
か
、
認
知
症
事
故

情
報
を
共
有
し
、
初
動
体
制
を
整
え
る

問答

い
る
。
常
に
身
に
着
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
法

を
考
え
る
べ
き
だ
が
。

（
保
健
福
祉
課
長
）月
額　
５４

円
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

大
き
さ
が
携
帯
電
話
ほ
ど

な
の
で
、
お
守
り
袋
に
忍

ば
せ
る
な
ど
し
て
身
に
つ

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
高
齢
者
等
見
守
り
・

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
「
お
か
え
り

協
力
隊
」
が
今
年
度
か
ら

発
足
し
た
が
、
現
在
、
登

録
者
が
２
人
と
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
ど
う
広
め
て

い
く
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）介
護
事

業
者
の
方
に
説
明
す
る
こ

と
で
、
直
接
本
人
と
家
族

と
話
を
し
て
い
た
だ
く
な

か
で
広
め
て
い
く
。

（
問
）大
牟
田
市
で
は
３
千

人
以
上
が
参
加
し
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
声
掛
け
を
学

び
、
小
中
学
生
を
含
め
た

模
擬
訓
練
を
年
１
回
行

い
、
い
ざ
と
い
う
時
の
早

期
発
見
に
つ
な
げ
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
展

開
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

（
保
健
福
祉
課
長
）行
政
と

関
係
団
体
な
ど
と
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
小
さ
な
単
位
で
モ
デ

ル
を
つ
く
り
、
徐
々
に
広

げ
て
い
き
た
い
。

担
い
手
の
確
保
と
定
着
を

住
む
所
が
第
一
と
考
え
て
い
る

問答
（
問
）「
担
い
手
が
お
ら
ず
、

Ｓ
Ｓ
に
乗
っ
て
い
る
の
は

皆　

代
、
遊
休
農
地
が
広

８０
が
り
ゴ
ル
フ
場
の
様
だ
」

と
嘆
く
声
が
絶
え
な
い
。

議
会
と
し
て
「
担
い
手
の

確
保
を
」
緊
急
提
言
し
て

き
た
が
、
一
向
に
打
開
策

が
見
い
だ
せ
な
い
。
新
規

就
農
者
の
育
成
と
定
着
を

ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）住
む
所

が
第
一
と
考
え
て
い
る
。

経
済
的
な
保
障
の
あ
る
う

ち
は
い
い
が
、
本
格
的
に

就
農
す
る
と
き
の
住
環
境
、

農
地
の
確
保
、
生
産
か
ら

販
売
ま
で
総
合
的
な
支
援

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）主
要
産
業
と
し
て
将

来
像
を
描
き
、
筋
道
を
整

え
て
、
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
、
実
効
性
の
あ

る
農
業
振
興
条
例
を
策
定

す
べ
き
だ
。

（
産
業
観
光
課
長
）町
独
自

の
特
色
あ
る
条
例
に
す
る

に
は
、「
み
ら
い
塾
」
な
ど

で
意
識
を
高
め
、
自
然
な

形
で
芽
生
え
て
く
る
の
が

理
想
的
と
考
え
て
い
る
。

お守り袋に忍ばせて（GPS）

手遅れにならないうちに
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（
問
）
林
檎
屋
本
舗
を
行
政

と
し
て
活
用
す
る
計
画
が

あ
る
が
、
町
長
と
し
て
の

考
え
は
。

（
町
長
）
非
常
に
難
し
い

場
所
で
も
あ
り
、
町
と
し

て
生
か
さ
れ
る
の
か
、
あ

る
い
は
契
約
上
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
し
っ
か
り
と

精
査
を
し
て
、
議
会
に
も

話
を
し
て
い
く
。

（
問
）
住
民
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
に

す
る
べ
き
か
と
思
う
が
、

更
地
に
す
る
と
い
う
、
選

択
枠
も
あ
る
の
で
は
。 

（
町
長
）
更
地
に
す
る
こ

と
も
一
つ
の
案
で
。

　

「
清
流
苑
」
、
「
お
よ
り

て
の
森
」
の
入
り
口
に
あ

る
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ

ン
の
一
躍
を
担
う
場
所
と

し
て
、
し
っ
か
り
と
精
査

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

空
き
家
予
防
推
進
の

　
　
　
　

取
り
組
み
は

管
理
責
任
は
所
有
者
に
あ
る

問答

▼

検
討
中
の
空
き
店
舗

（
問
）空
き
家
等
対
策
計
画

を
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
計

画
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
。

（
建
設
課
長
）
町
で
は
適

切
な
維
持
管
理
の
助
言
や

指
導
、
ま
た
空
き
家
の
利

活
用
を
お
願
い
す
る
。

　

町
民
や
所
有
者
へ
の
情

報
発
信
な
ど
で
施
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

▼

終
活
に
備
え
る
家
の
問
題

（
問
）松
川
町
空
き
家
等
対

策
計
画
で
は　

安
心
・
安

全
の
確
保
、
活
用
促
進
に

つ
い
て
は
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
予
防
推
進
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
取
り
組
み

方
法
が
見
え
て
い
な
い
が

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）空
き
家
予
防

の
た
め
、
所
有
者
は
じ
め

町
民
の
皆
様
へ
、
空
き
家

管
理
に
か
か
る
情
報
提
供

を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て

い
く
。

（
問
）「
空
き
家
に
な
っ
て

し
ま
う
物
件
を
子
ど
も
に

負
の
財
産
と
し
て
残
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意

識
付
け
や
、
購
入
し
て
再

利
用
し
て
頂
く
こ
と
が
町

の
活
性
化
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
協
力
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
が
。

（
建
設
課
長
）
ま
ず
は
情

報
の
発
信
が
一
番
大
事
で

あ
る
。
町
の
方
で
も
負
の

財
産
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

何
か
良
い
施
策
も
年
数
を

か
け
て
考
え
て
い
く
。

（
町
長
）
空
き
家
は
、
移

住
定
住
の
一
つ
の
要
素
で

も
あ
り
、
滞
在
交
流
の
一

つ
に
使
う
と
い
う
ふ
う
に

捉
え
て
い
る
。
移
住
相
談

に
来
ら
れ
た
方
に
松
川
町

に
住
ん
で
の
生
活
そ
の
も

の
が
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。

　

移
住
定
住
に
繋
が
る
要

素
は
町
が
ど
れ
だ
け
親
切

に
そ
の
人
の
身
に
な
っ
て

考
え
て
や
れ
る
か
で
あ
る
。

（
要
望
）空
き
家
発
生
予
防

の
た
め
に
高
齢
者
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

終
活
と
合
せ
た
講
演
会
の

実
施
。
空
き
家
の
所
有
者

に
対
し
て
、
固
定
資
産
税

の
納
付
通
知
書
と
一
緒
に

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
す
る
な
ど
の
工
夫
を
。

林
檎
屋
本
舗
空
き
店
舗
の

　
　
　
　
　
　

使
い
方
は

補
助
金
あ
り
き
で
の
購
入
理
念
は
な
い

問答
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（
問
）
町
長
は
町
民
の
期
待

に
答
え
て
町
政
の
活
性

化
、
住
み
た
い
と
思
え
る

町
を
め
ざ
し
て
取
組
ん
で

き
た
と
思
う
が
。

（
町
長
）
第
５
次
松
川
町
総

合
計
画
を
策
定
し
、
こ
の

計
画
を
基
本
と
し
、
町
政

運
営
を
行
っ
た
。
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
「
い
っ

し
ょ
に
育
て
よ
う
一
人
ひ

と
り
が
輝
く　

笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち　

ま
つ
か
わ
」

の
実
現
を
目
指
し
た
。

（
問
）
国
全
体
が
人
口
減
少

時
代
と
な
り
消
費
購
買
力

も
向
上
が
な
い
状
況
は
、

こ
の
町
で
も
例
外
で
は
な

い
と
思
う
。
平
成　

年
２３

町
民
の
期
待
に
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
だ
か

町
政
の
活
性
化
、住
ん
で
よ
か
っ
た
町
を
め
ざ
し
て
取
組
ん
で
き
た

問答

頃
、
町
内
に
は
小
売
業
の

店
舗
が
数
多
く
営
業
し
て

い
た
と
思
う
。
こ
の
地
方

で
は
新
井
の
商
店
街
と
い

え
ば
、
昔
か
ら
有
名
で

あ
っ
た
。
新
井
の
商
店
街

の
状
況
を
見
て
、
こ
の
間

の
変
動
を
ど
う
考
え
ら
れ

る
か
。

（
町
長
）商
店
街
は
昔
か
ら

そ
こ
が
生
活
の
拠
点
で
あ

り
、
ま
た
交
流
の
場
、
活

性
化
の
場
、
商
店
街
と
い

う
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
の
な
か
で
発
達
し
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。
や
は
り

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

あ
る
い
は
大
型
店
の
規
模

緩
和
な
ど
い
ろ
ん
な
政
策

の
な
か
、
商
店
街
は
全
国

的
に
衰
退
し
て
い
る
現
状

だ
。
空
き
店
舗
も
お
お

く
、
昔
な
が
ら
の
形
態
の

店
舗
兼
住
宅
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
有
機
農
法

を
使
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
や

米
・
野
菜
を
売
る
店
な
ど

が
で
き
て
い
る
。

（
産
業
観
光
課
長
）特
に
補

助
金
、
賑
わ
い
支
援
事
業

を
つ
う
じ
て
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
、
空
き
店

舗
対
策
と
し
て
起
業
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
、
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

年
々
額
が
減
っ
て
い
る
理

由
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）申
請
者

に
対
し
て
補
助
の
制
度
は

変
わ
ら
な
い
が
申
請
件
数

の
減
に
よ
る
。

（
問
）
元
気
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
施
設
自
走
に
向
け

た
取
り
組
み
の
民
間
感
覚

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）６
つ
の

事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
、
出
張
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
精
神
保
健
福
祉
相

談
窓
口
、
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
子
ど
も
カ

フ
ェ
な
ど
を
一
つ
の
場
所

で
行
っ
て
い
く
こ
と
を
計

画
を
し
て
い
る
。
ど
う
連

帯
さ
せ
て
い
く
か
が
成
功

の
鍵
と
な
る
。
物
理
的
に

は
事
務
所
を
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
形
で
一
つ

に
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
。

（
問
）５
年
と
い
う
感
覚
の

中
で
こ
れ
か
ら
施
設
の
運

営
を
民
間
感
覚
の
指
導
の

管
理
者
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
、
地
元

の
説
明
を
丁
寧
に
し
て
ほ

し
い
。

（
保
健
福
祉
課
長
）民
間
の

蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

投
入
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
５
年
位

法
人
等
に
管
理
を
実
施
を

お
願
い
し
て
い
け
れ
ば
と

計
画
し
て
い
る
。
地
元
の

説
明
会
は
丁
寧
に
行
い
回

を
重
ね
て
い
く
。

（
問
）就
労
支
援
の
取
り
組

み
方
（
就
労
支
援
の
Ｂ
型

の
）内
容
な
ど
の
説
明
を
。

（
保
健
福
祉
課
長
）通
常
の

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
困
難
な
人
を
対
象
に

事
業
所
の
提
供
を
行
い
、

就
労
の
機
会
を
与
え
る
。

▼

元
気
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

予
定
地

新井商店街の活性化対策は
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（
問
）
一
般
社
団
法
人
南
信

州
ま
つ
か
わ
観
光
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
の
見
通
し
は

い
つ
に
な
る
の
か
。

（
町
長
）
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ

の
申
請
は
、　

年
度
を
目

３１

指
し
て
い
る
と
理
事
会
か

ら
聞
い
て
い
る
。

（
産
業
観
光
課
長
）
現
時
点

で
候
補
登
録
申
請
も
行
っ

て
い
な
い
。
町
と
し
て
セ

ン
タ
ー
に
、
法
人
候
補
登

録
、
ひ
い
て
は
法
人
登
録

へ
の
実
現
を
働
き
か
け
る
。

（
意
見
）
登
録
さ
れ
な
い
と

観
光
庁
か
ら
の
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
。
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
登
録
の
要
件
を
満
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は

南
信
州
ま
つ
か
わ
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
自
立

問答

せ
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

（
問
）
滞
在
交
流
観
光
の
推

進
は
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）滞
在
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

宿
泊
者
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
交
流
時
間
、
滞
在

時
間
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は

開
発
中
で
、
モ
ニ
タ
ー
を

実
施
。

（
問
）
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
産
業
の
活
性
化

の
事
業
と
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）具
体
的

な
計
画
は
ま
だ
な
い
。
観

光
を
切
り
口
と
し
て
地
域

の
活
性
化
、
地
方
創
生
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
が
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
。

観
光
を
通
じ
て
農
業
、
商

業
、
さ
ら
に
雇
用
創
出
地

域
経
済
の
活
性
化
、
そ
れ

が
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

（
問
）移
住
定
住
促
進
は
ど

う
進
め
る
の
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
が
移
住

定
住
に
は
欠
か
せ
な
い
。

松
川
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

（
町
長
）観
光
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
は
出
来
あ
が
っ

た
ば
か
り
で
課
題
が
数
多

く
あ
り
、
機
能
を
発
揮
し

て
い
く
に
は
、
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
る
。
観
光
を

通
じ
て
松
川
町
の
フ
ァ
ン

に
な
り
定
住
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
は
認
識
は
し
て

い
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は

同
じ
だ
が
、
移
住
定
住
と

観
光
づ
く
り
を
同
等
に
す

る
に
は
、
テ
ー
マ
が
大
き

過
ぎ
る
。

（
問
）松
川
町
に
と
っ
て
の

関
係
人
口
の
拠
点
は
、
清

流
苑
だ
と
思
う
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）清
流
苑

と
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
は
、
広
報
、

宣
伝
の
営
業
面
。
今
後
は

滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
宿
泊

施
設
と
し
て
の
位
置
付

け
。
松
川
町
の
滞
在
時
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、

宿
泊
客
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

（
問
）観
光
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
交
流
人
口
、
関

係
人
口
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
す

れ
ば
、
最
初
か
ら
清
流
苑

も
そ
の
視
野
に
入
れ
た
ら

と
思
う
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）遠
い
将

来
に
は
、
そ
れ
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー

と
ど
う
い
う
関
わ
り
を

持
っ
て
い
く
の
か
と
い
う

課
題
と
し
て
は
当
然
出
て

く
る
か
な
と
考
え
る
。

（
意
見
）滞
在
交
流
観
光
に

宿
泊
施
設
は
必
須
だ
。
旧

青
年
の
家
改
装
計
画
が
停

ま
っ
て
い
る
今
、
清
流
苑

の
担
う
役
割
と
機
能
は
大

き
い
。
検
討
す
べ
き
。 

（
問
）地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
役
割
は
十
分
果
た
さ
れ

て
い
る
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）雇
用
者

側
が
採
用
の
目
的
を
明
確

に
し
、
そ
れ
を
隊
員
に
示

し
公
表
し
て
い
く
中
で
地

域
に
定
住
で
き
る
よ
う
に

育
て
て
い
く
こ
と
が
自
治

体
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

る
。
定
住
に
結
び
つ
か
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
任

期
終
了
後
も
交
流
人
口
・

関
係
人
口
と
い
う
形
で
松

川
町
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
。
今
後
も
こ
う
い
っ

た
課
題
に
向
け
て
制
度
の

充
実
を
さ
ら
に
は
か
っ
て

い
く
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

（
意
見
）地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
役
割
は
、
任
期
後

に
地
域
に
定
住
す
る
か
否

か
で
は
な
く
、
活
動
で
の

人
と
の
関
わ
り
に
あ
る
。

そ
の
３
年
間
の
活
動
が
松

川
町
に
と
っ
て
の
起
爆
剤

に
な
っ
た
り
、
私
た
ち
が

住
む
松
川
町
を
見
直
し
、

将
来
を
語
り
合
え
る
機
会

と
な
れ
ば
と
思
う
。
人
と

人
と
の
情
報
や
事
業
を
継

ぐ
役
目
も
果
た
せ
る
よ
う

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
応
援
し
た
い
。

すべては　ここから　始まる！
松川町観光案内所
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（
問
）
こ
の
３
月
議
会
は
町

長
選
挙
を
前
に
節
目
の
議

会
で
あ
る
深
津
町
政
２
期

８
年
の
総
括
を
伺
う
。

（
町
長
）
町
に
継
続
し
て
引

き
継
が
れ
た
懸
案
事
項
、

統
合
保
育
園
の
問
題
、
公

民
館
の
耐
震
問
題
、
宮
ヶ

瀬
橋
、
上
片
桐
バ
イ
パ
ス

と
非
常
に
大
き
な
案
件
が

引
き
継
が
れ
て
そ
れ
ら
に

つ
い
て
、
取
り
組
ん
で
き

た
。
ま
た
、
産
業
の
振
興
、

福
祉
、
教
育
子
育
て
、
こ

う
い
っ
た
分
野
、
あ
る
い

は
基
盤
整
備
等
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い

深
津
町
政
2
期
8
年
の
総
括
は
？

諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

問答

る
町
の
現
状
で
、
ス
ト
ッ

プ
人
口
急
減
社
会
と
い
う

言
葉
で
２
期
目
に
臨
ん
だ
。

そ
の
た
め
に
掲
げ
た
の
が

出
会
い
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
仕
事
、
住
ま
い

こ
の
六
つ
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
実
の
数
字
は
厳
し

い
も
の
が
現
れ
て
い
る
。

人
口
が
減
っ
て
も
住
民
の

人
た
ち
が
会
話
を
交
わ
し
、

明
る
く
過
ご
せ
る
町
づ
く

り
を
目
指
す
に
は
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
と
考
え
て

い
る
の
が
現
状
だ
。防
災
、

健
康
予
防
、
介
護
予
防
三

つ
の
予
防
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

ま
た
そ
の
成
果
も
完
璧
で

は
な
い
が
、
着
実
に
出
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

予
算
に
つ
い
て
は
、
県
国

な
ど
の
折
衝
を
す
る
な
か

で
、
起
債
残
高
を
上
げ
な

い
よ
う
に
、
基
金
に
つ
い

て
は
、
有
効
に
使
い
、
一

般
財
源
を
で
き
る
だ
け
抑

え
な
が
ら
や
っ
て
き
た
８

年
で
あ
っ
た
。

（
意
見
）
総
括
と
い
う
の

は
、
達
成
で
き
な
か
っ
た

事
も
含
め
て
行
わ
な
い
と

次
へ
繋
が
ら
な
い
。
残
っ

た
課
題
と
原
因
に
つ
い
て

質
問
を
通
告
し
た
。
町
長

答
弁
で
多
用
さ
れ
て
い
る

の
は
「
認
識
し
て
い
る
。

考
え
て
い
き
た
い
。
検
討

し
て
い
く
。」と
言
う
言
葉

だ
。
そ
し
て
そ
の
言
葉
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ

の
原
因
は
P
D
C
A
が
上

手
く
機
能
し
な
い
理
由
と

同
じ
く
、
具
体
的
な
目
標

（
数
値
や
期
限
）を
設
定
し

な
い
事
で
あ
る
。
こ
れ
だ

け
は
言
っ
て
お
き
た
い
。

 

（
問
）今
回
の
予
算
は
所
信

表
明
の
説
明
の
通
り
、
義

務
的
、
経
常
的
経
費
に
政

策
的
予
算
を
積
み
上
げ
た

も
の
で
規
模
も
通
常
予
算

と
変
わ
ら
な
い
。
骨
格
予

算
と
な
ら
な
か
っ
た
と
認

め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
人

件
費
の
計
上
は
、
中
、
長

期
的
な
人
事
と
各
部
署
の

配
置
計
画
に
基
づ
い
た
採

用
計
画
を
策
定
し
て
初
め

て
計
上
で
き
る
の
で
は
。

い
ま
だ
計
画
は
示
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
が
。

（
町
長
）や
む
を
得
な
け
れ

ば
半
分
の
予
算
を
組
む
と

い
う
の
は
私
の
頭
に
は
な

か
っ
た
。
骨
格
予
算
表
現

に
つ
い
て
は
ご
意
見
と
し

て
承
っ
て
お
く
。
人
件
費

に
つ
い
て
は
当
町
は
県
内

で
も
人
件
費
比
率
は
非
常

に
低
く
保
た
れ
て
い
る
。

（
問
）町
長
は
観
光
協
会
の

会
長
な
ど
多
く
の
町
の
機

関
の
長
を
降
り
て
き
た
が

チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
の
社
長

だ
け
は
降
り
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
ま
た
前
回
議
会
選

ス
マ
ホ
病
対
策
は
？

対
応
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

問答
（
問
）
現
代
病
と
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
依
存
に
よ

る
弊
害
が
ス
マ
ホ
病
と
し

て
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
。

（
教
育
長
）町
の
教
育
委
員

会
で
も
こ
れ
非
常
に
課
題

が
多
い
な
と
、
認
識
を
し

て
い
る
。
２
年
前
に
懇
談

会
を
開
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
う
と
き
の「
我
が

家
の
ル
ー
ル
」
を
作
っ
て

各
家
庭
に
配
布
を
し
た
。

検
討
の
な
か
で
現
在
は
幼

児
の
頃
か
ら
ス
マ
ホ
に
接

し
て
い
る
。
高
校
生
で
も

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
。
町
全
体
で
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
議
論
し
、
解

決
に
向
け
た
歩
み
に
つ
い

て
共
に
考
え
て
い
く
。

挙
で
選
挙
報
道
に
対
す
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
対
応
に

つ
い
て
課
題
が
あ
っ
た
が

今
回
は
大
丈
夫
か
。

（
町
長
）
な
か
な
か
チ
ャ
ン

ネ
ル
ユ
ー
に
か
か
わ
れ
る

時
間
も
少
な
い
。
取
締
役

会
の
な
か
で
ぜ
ひ
社
長
を

継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
お
話
を
受
け
て
こ

の
ま
ま
来
て
い
る
。
選
挙

報
道
に
つ
い
て
間
も
な
く

会
議
が
あ
る
の
で
、
議
題

と
し
て
い
く
。
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松 井 悦 子

森 谷 岩 夫

川瀬八十治

米 山 郁 子

　

平
成
最
後
の
議
会
だ
よ
り
が
町
民

の
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
の
は
、
４

月
の
下
旬
頃
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を
３
月　
２６

日
に
行
い
、そ
の
後
数
回
の
会
議
を
経
て
印
刷

に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
頂
く
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
…
編
集
委
員
皆
で 
侃
々
諤
 々
や
っ
て

か
ん
か
ん
が
く
が
く

お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、ご
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（
松
井
悦
子
）

2019.4.15
N
o.143

米
山
俊
孝

　

滋
賀
県
か
ら
松
川
町
に
来
て
十
年

に
な
り
ま
す
。
よ
く
山
に
登
り
、
長

野
県
に
度
々
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
定

年
を
機
に
移
住
し
ま
し
た
。
南
信
は

県
内
で
も
冬
の
気
温
が
高
く
、
関
西

に
近
い
の
で
い
ろ
い
ろ
考
え
合
わ
せ

て
松
川
町
に
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

気
温
の
変
動
が
大
き
い
の
で
春
や

秋
の
美
し
さ
が
素
晴
ら
し
く
、
冬
は

晴
天
の
日
が
多
く
て
気
持
ち
も
晴
れ

ま
す
。
何
よ
り
も
夏
の
さ
わ
や
か
さ

が
最
高
で
す
。

　

初
め
て
の
土
地
で
過
ご
す
こ
と
の

不
安
や
心
配
も
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
方
か
ら
温
か
く
声
を

か
け
て
頂
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
が
い
つ
も
よ
く
気
を

配
っ
て
下
さ
る
の
が
何

よ
り
嬉
し
い
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
十
数
年

で
社
会
の
変
化
が
よ
り

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し

た
。
地
方
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
困
難
な
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
か
ら
か
、

と
も
す
れ
ば
不
満
を

持
っ
た
り
、
町
の
良
さ

を
見
失
っ
た
り
し
が
ち

に
な
り
ま
す
。
今
、
気

持
を
新
た
に
し
な
く
て

は
と
思
い
直
し
て
い
ま

す
。

　

私
に
は
こ
の
町
の
こ

と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
急
激
な

社
会
の
変
化
に
戸
惑
う
ば
か
り
で
新

し
い
考
え
方
も
持
て
な
い
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
治
会
で
は
主
体
的

な
活
動
が
進
め
ら
れ
、
多
く
の
方
に

よ
っ
て
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
人
々
の
つ
な
が
り
を

強
め
、
こ
の
町
の
良
さ
を
よ
り
強
く

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
多
く
の
人

が
集
う
催
し
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

私
も
前
向
き
な
気
持
ち
を
大
切
に

松
川
町
の
良
さ
を
よ
り
多
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
新
し
く
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中学生書道クラブ中学生書道クラブ

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動
に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　初心者から経験者まで「楽しく文字を書くこ
と」をモットーに活動しています。
　来期は５月８日からスタートの予定です。
興味のある方大歓迎です。☆
【毎週水曜日17時半～19時半　えみりあ　和室】

　初心者から経験者まで「楽しく文字を書くこ
と」をモットーに活動しています。
　来期は５月８日からスタートの予定です。
興味のある方大歓迎です。☆
【毎週水曜日17時半～19時半　えみりあ　和室】

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

こ
の
町
の
良
さ
を
感
じ
て

上
片
桐
清
北　

岡　

村　

治　

雄


